
 

教
養
学
舎
六
月

 

パ
ズ
ル
道
場
が
開
講 

 

お
待
ち
か
ね
の
パ
ズ
ル
道
場
が
６
月
か
ら
本
格
開
始
⒎ 

小
学
生
や
幼
児
は
も
ち
ろ
ん
⒍
数
学
が
苦
手
な
中
高
生

や
脳
ト
レ
希
望
の
大
人
ま
で
楽
し
め
る
最
高
の
知
育

学
習
シ
ス
テ
ム
⒎
一
〇
年
以
上
の
実
績
が
あ
り
⒍
同
道

場
卒
業
生
か
ら
最
難
関
大
学
合
格
者
が
多
数
輩
出
し

て
い
る
⒎ 

木
の
手
触
り
や
樹
脂
の
素
材
感
を
指
先
で
感
じ
な
が

ら
知
ら
ず
知
ら
ず
に
⒍
推
理
力
・
仮
説
思
考
力
・
タ
フ

な
精
神
力
を
備
え
た
真
の
学
力
が
育
つ
と
の
評
判
が

高
い
⒎ 

五
月
三
十
一
日 

パ
ズ
ル
道
場
体
験
説
明
会 

□
パ
ズ
ル
道
場
発
足
時
か
ら
の
専
門
家
が
説
明
す
る

体
験
会
を
開
催
Ⓝ
所
要
時
間
約
一
時
間
三
〇
分
Ⓞ
⒎
参

加
者
募
集
中
⒎
参
加
者
全
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
⒎ 

当
日
一
〇
時
半
ま
た
は
一
三
時
か
ら
開
始
⒎ 

パ
ズ
ル
道
場
月
会
費
Ⓝ
週
１
回
Ⓞ
６
千
円 

パ
ズ
ル
道
場
入
会
金 

６
千
円 

※
入
会
金
家
族
割
引 

３
千
円
引
き 

 

写
真
は
４
つ
の
数
字
を
ル
⒲
ル
に
従
⒡
て

並
べ
る
パ
ズ
ル 

夏
期
講
習
会 

 

仮
予
約
開
始 

エ
コ
ル
・
ア
・
パ
ン
セ 

中
高
・
部
活
生
向
け
夏
期
講
習
会 

 

エ
コ
ル
・
ア
・
パ
ン
セ
で
は
⒍
夏
の
大
会
・
合
宿
・
練

習
の
予
定
表
が
で
き
て
か
ら
各
学
校
・
各
部
ご
と
に
独

自
の
受
講
ス
ケ
ジ
⒭
⒲
ル
を
構
成
し
て
い
く
⒎ 

思
い
切
り
部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
あ
と
⒍
経
験
豊
か
な

講
師
陣
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
大
学
受
験
を
視
野

に
入
れ
た
濃
い
学
習
が
で
き
る
⒎ 

計
３
ブ
⒲
ス
の
シ
⒬
ワ
⒲
施
設
や
⒍
栄
養
と
ボ
リ
⒭
⒲

ム
を
兼
ね
備
え
た
手
づ
く
り
夕
食
も
利
用
で
き
⒍
時
間

の
有
効
利
用
が
図
れ
る
⒎ 

仮
予
約
受
付
中
⒎
仮
予
約
後
の
ス
ケ
ジ
⒭
⒲
ル
変
更
や

キ
⒬
ン
セ
ル
も
無
料
で
で
き
る
⒎ 

 

文
化
教
室
だ
よ
り 

 

Ｇ
Ｗ
特
別
企
画 

 

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
⒲
＆
飲
茶
会 

を
開
催 

去
る
Ｇ
Ｗ
に
一
〇
種
の
高
級
ワ
イ
ン
が
試
飲
で
き
る

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
⒲
⒍
上
海
か
ら
一
時
帰
国
中
の
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
の
飲
茶
会
を
開
催
⒎
普
段
は
来
館
で
き
な
い

お
客
様
を
迎
え
⒍
教
室
内
が
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
⒎ 

 

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
⒲
の
様
子 

新
規
開
講
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム 

音
楽
療
法
士
の
指
導
に
よ
り
歌
と
楽
器
で
リ
ズ
ム
や



メ
ロ
デ
⒧
を
楽
し
む
音
楽
教
室
が
⒍
こ
の
夏
開
講
予
定
⒎

上
手
下
手
と
は
無
関
係
に
音
楽
で
笑
顔
と
心
身
の
健

康
を
つ
く
る
⒎ 

 

開
催
中
の
講
座 

 

□
昭
和
の
記
憶
を
中
心
に
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
⒍
話
題

最
先
端
の
自
分
史
教
室
⒎
講
師
の
作
品
鑑
賞
や
身
近
な

出
来
事
の
お
し
⒢
べ
り
な
ど
気
軽
に
参
加
で
き
て
⒍
文

章
に
自
身
の
な
い
方
で
も
楽
し
め
る
講
座
と
な
⒡
て

い
る
⒎ 

□
今
さ
ら
聞
け
な
い
こ
と
も
気
軽
に
聞
け
る
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
⒫
ト
教
室
⒎
基
本
操
作
の
イ
ロ
ハ
か
ら
⒍

最
新
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
⒲
ル
な
ど
⒍
ご
高
齢
の
方
に

も
好
評
の
講
座
⒎ 

両
講
座
と
も
参
加
者
を
随
時
募
集
中
⒎ 

 

エ
コ
ル
・
ア
・
パ
ン
セ 

 

夏
休
み
期
間
特
別
ジ
⌯
ニ

ア
教
室
の
お
知
ら
せ 

 

エ
コ
ル
・
ア
・
パ
ン
セ
で
は
⒍
７
月
２
１
日
Ⓨ
８
月
末

日
の
平
日
Ⓝ
８
月
１
３
日
Ⓨ
１
５
日
を
除
く
Ⓞ
特
別
ジ

⒭
ニ
ア
教
室
を
開
講
⒎ 

絵
本
読
み
聞
か
せ
⒍
児
童
書
読
書
⒍
英
語
で
の
歌
や
知

育
玩
具
遊
び
な
ど
⒍
小
グ
ル
⒲
プ
で
の
活
動
を
実
施
す

る
⒎ 

教
室
の
時
間
に
金
融
機
関
や
美
容
院
な
ど
⒍
ち
⒤
⒡
と

し
た
用
を
済
ま
せ
る
の
に
も
便
利
⒎ 

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
⒍
毎
日
利
用
し
放
題
で 

９
Ⓟ
９
８
０
円 

Ⓝ
１
回
利
用
は
６
０
０
円
Ⓞ 

   

本
紙
面
の
金
額
表
示
は
す
べ
て
消
費
税
別
で
す 

教
養
学
舎 

 

六
月
の
主
な
行
事 

 

六
月
三
日 

パ
ズ
ル
道
場
開
講 

 

六
月
一
四
日 

グ
ロ
⌴
バ
ル
・
エ
デ
⌯
ケ

⌴
シ
⌰
ン

TOYOAKE 

カ
レ

⌴
作
り
イ
ベ
ン
ト
支
援 

 

 

六
月
二
九
日 

講
師
研
修
会 

教

養

学

舎

の

各

プ

ロ

グ

ラ

ム

へ

の

ご

参

加

は 

□

ご

希

望

の

講

座

名 

□

参

加

者

ご

氏

名

・

年

齢

・

学

年 

□

連

絡

先

電

話

番

号

・

メ

⌴

ル

ア

ド

レ

ス 

□

校

名

・

部

活

動

名

⍅

夏

期

講

習

会

の

み

⍆ 

を

ご

明

記

の

上

⌏ 

フ

⌨

ク

ス(

〇

五

二)

七

三

四

⋦

三

三

二

九 

メ

⌴

ル 
 
 

o
f
f
i
c
e
@
k
y
o
y
o
g
a
k
u
s
h
a
.
j
p
 
 

の

い

ず

れ

か

へ

お

送

り

く

だ

さ

い

⌐ 

□

お

問

い

合

わ

せ

先 

名

古

屋

市

昭

和

区

元

宮

町

四

⋦

五 

株

式

会

社

教

養

学

舎 

⍅

〇

五

二

⍆

七

三

四-

三

三

二

九 
担

当

望

月 

 

⌙
編
集
後
記
⌚ 

 

Ơ
ư
中
ʱ
ʵ
多
数
ʴ
˯
˶
̅
˘
ʐ
迎
ʎ
ʟ
ˑ
ʙ

ʮ
ʒ
ʭ
ʓ
˄
ʝ
ʥ
ᷞ
˄
ʥ
ᷝ
五
月
一
三
日
ʱ
ʵ
ᷝ
日

経
̐
˵
̊
˶
˧
̰
̦
ˡ
̰
ʭ
弊
社
ʴ
取
ː
組
˅
ʒ
紹

介
ʛ
˒
ᷝ
塾
ʮ
ʝ
ʬ
ʴ
認
知
度
ʒ
高
˄
ː
˄
ʝ
ʥ
ᷞ

皆
様
ʴ
ʚ
期
待
˘
安
定
運
営
ʾ
ʪ
ʰ
ʘ
ᷝ
ˎ
ː
一
層

地
域
ʱ
根
付
ʊ
ʥ
教
育
事
業
˘
進
ˇ
ʰ
ʗ
˒
ʶ
ʮ
ᷝ

身
ʒ
引
ʓ
締
˄
ˑ
思
ʊ
ʭ
ʟ
ᷞ
今
後
ʮ
ˈ
温
ʑ
ʊ
御

支
援
˘
ʐ
願
ʊ
申
ʝ
上
ʘ
˄
ʟ
ᷞ 

株
式
会
社
教
養
学
舎 

望
月
馨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


